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Research Abstract

本研究では、偏微分⽅程式の⾃由境界問題等、最近の興味の中⼼とも⾔える「定義域よりも低い次元の集合」を⽀配する法則の理解を⽬指して、関数⽅程式、数理
物理、幾何学等の研究者が⼀体となって研究を進め⼤きな成果をあげた。 
研究代表者の⼩俣は、ハミルトニアンに特性関数を含む新しいタイプの双曲型偏微分⽅程式の⾃由境界問題を提唱し、解の構成と数値解析法の確⽴を⾏った。さら
に、Ginzburg Landau equationのvortexの挙動の数値解析についても新しい⽅法、即ち離散的勾配流法による数値計算法を考案開発した。 
この、Ginzburg Landauモデルは超伝導の理論の基本で、時間依存の場合はシュレディンガー⽅程式により理解しなければならない。この⽅⾯は、⼀瀬、⽥村によ
りシュレディンガー⽅程式取扱い⾃⾝を⼤きく進歩させる結果が得られた。⽥村の結果は統計⼒学のLattice spin modelに対するrandom walk表⽰を改良して、臨
界温度の新しい評価を得たものである。また、⼀瀬の結果は2次形式で定義されるWeyl量⼦化ハミルトニアンに対する虚数時間シュエディンガー⽅程式の解の経路
積分表⽰を確⽴したものである。 
また、児⽟は、境界条件を精査することにより実リー群Gが正則⾃⼰同型群として推移的に作⽤している複素多様体M=G/Kがどのような条件のもとで双曲型多様体
になるかを研究した。 
また、林⽥は退化した放物型及び、楕円型の解のより精密なa priori評価を得ている。 
さらに、⽯本は球上の球バンドルにかんするJames-Whiteheadの定理をPrimary manifold(バンドル体の境界として得られる多様体)へ拡張する問題について⼀定
の進歩を得た。
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